
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらしとつなげる！そして考える！ 

藤川小学校 校長 片桐 徹 

修学旅行でとても感心したことがありました。入社２年目でまだ成人式も迎えていないバスガイドさ

んのことです。彼女のガイドはメモなどを一切見なくても様々な地名や人物名が出てきました。また、

何度も修学旅行に出向いている私でさえ引き込まれる多様なエピソードが織り込まれ、単なる知識の伝

達で終わるのではなく、今のくらしとつなげて語ろうとする意図と工夫が感じられたのです。 

さぞ社会科好きであったであろうと思い、尋ねてみると、「社会科は高校を卒業するまで一番苦手で

嫌いな教科でした」と聞かされ大変驚きました。「試験のために覚えようとすると全く頭に入らなかっ

たのに、乗客の方を思い浮かべて、歴史や町がその方たちとどうつながっているのかを想像するとだん

だんおもしろくなってきました。そのうちに人や出来事がどんどん結び付いて自然に頭に残るようにな

ったんです」と話してくれました。仕事を通して社会科を学び直し、新たな見方でそのおもしろさを子

供たちにも伝えてくれたことは本当にすばらしいと思いました。 

私たちの回りの人・もの・ことは、それぞれがつながり、深く関わり合っています。長い歴史の中で

人々が積み上げてきた多くの失敗とその中で生み出された知恵は、現在の私たちのくらしと確実につな

がっているのです。子供たちにもそんな視点で今のくらしを見つめ直すようになってほしいと思いま

す。それは、私たちが社会科の授業で教科書に記述してあることだけを教えていては叶いません。社会

的事象と今のくらしとのつながりや関わりを常に意識すること、そして子供たちに気づかせ考えさせて

いくことが必要です。このことが社会科学習のねらいである公民的資質の育成につながるのです。 

社会科部 情報活用委員会 

現職研修委員会 社会科部報 
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今年度の社会科部の新任は１０名です。 
どうぞよろしくお願いいたします。 

「授業力・教師力アップセミナー基礎編」報告 （連尺小 木里 悠乃先生） 

 ７月 28 日（火）岡崎公園河川敷～桜城橋～籠田公園周辺にて、セミナーが開催されました。猛暑

の中ではありましたが、大変多くの先生方に参加していただきました。   【見学の様子】 

 前半は、岡崎城跡菅生川端石垣を見学し、発掘調査からわかったこ 

とを学芸員の方に詳しく解説をしていただきました。後半は、桜城橋 

から籠田公園まで歩きながら、都市計画課の方に「ＱＵＲＵＷＡ戦略」 

について説明を受けました。変わりゆく町の風景を実感することがで 

きました。その後、指導員の森田先生・安井先生による、授業づくり 

の講義がありました。見学地を生かした単元構想や社会科の見方・考 

え方に着目した学習課題の設定の仕方など、具体的なアドバイスをいただきました。今後の授業実践

の参考になりました。 



 

 

～ICT を活用した追究活動と学習のまとめ～ 

 

 

 

 

 

 

Ａ：複数の資料から生徒自身の興味関心に応じて資料を読み取ります。手書き入力も可能なため、気が
付いたことをすぐに記入することができます。（スクールタクトを活用） 

Ｂ：ゲストティーチャーの講話を Teams にアップしました。繰り返し視聴することができます。 
Ｃ：単元の最後に１人１ページでまとめました。「共同閲覧モード」を活用することで、全員の考えを共

有することができます。（スクールタクトを活用） 
【本時までの流れ】 
 Ａは、アフリカ州の導入で使いました。複数の資料の中から自分の興味関心に応じて調べ学習を行い
ました。アフリカ州が抱える課題を見つける手段として、スクールタクトを活用しました。 
 Ｂは、アフリカが抱える複数の課題を解決するための方法を考える段階で使いました。全学級がゲス
トティーチャーの話を聞き、自分の考えをまとめるための手段として Teams を活用しました。 
 Ｃは、アフリカ州の学習のまとめで使いました。全体で意見を共有する手段としてスクールタクトを
活用しました。 
【ICT 使用の意図】 
 ①追究活動では、生徒によって追究したい視点や資料が異なるため、ICT 機器を活用することで『個
別最適な学び』を実現できるのではないかと考えました。 
②単元のまとめでは、スクールタクトの「共同閲覧モード」を活用することで生徒全員の意見が共有

できるため、仲間の意見を取り入れることができるようにしました。 

 

 

 

 

 
 「安心院：焼夷弾跡、防空壕跡」（三島小学区） 

★授業への活かし方 

・小学校６年生 「長く続いた戦争と人々のくらし」 

・学習課題 

「戦争中人々はどのような生活をしていたのだろう」 

★この教材を使い、工夫した点 

①「どこか」の出来事から「岡崎市」「三島学区」の出来  

 事に引き寄せるために単元の導入で使う 

三島小学校は空襲で校舎が焼け、近くのお寺・安心院で
当時の子供たちが学習していた時期があったそうです。焼
夷弾跡や防空壕、当時の黒板などを見て、子供たちはあら
ためて自分達の学区にも「戦争」はあったのだと実感しました。そうすることで、課題が生まれ、切実感
をもって追究活動に入ることができました。 

②「学区」「身近」という意識を持続させる 

調べ学習でもできるだけ岡崎市の資料を使うようにしました。また、苦しい生活を知るにつれ「当時の
人はどんな思いだったのだろう」という疑問が生まれ、児童の曾祖母など学区にいる戦争体験者の方に
お話を聞きました。戦争体験者の方々の高年齢化が進んでいる昨今、目の前にいる子供たちは話を聞け
る最後の世代かもしれません。少しでも子供達の主体的な学びが持続するようにと、地域教材や資料を
工夫しました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

「愛知県社会科教育研究大会」報告 ※岡崎市の発表は令和５年度の予定 

 ８月２日（月）蒲郡市民会館にて、愛知県社会科研究大会が開催されました。市内から 30 名近くの 
先生方に参加していただきました。土屋武志先生（愛知教育大学教授）による講演、各分科会では、 
豊田市、蒲郡市、刈谷市、高浜市、西尾市の実践発表が行われました。今後の実践に生かすことので 
きる、充実した学びの場となりました。 

（竜海中 赤堀 大知先生） 

青空教室で当時使っていた

黒板、焼夷弾がささった

跡、裏山には公共の防空壕

跡があります。 

A B C 

（三島小 倉田 舞先生） 


